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豊橋市高校生SDGsチャレンジ活動

にぎわい in のんほいパーク

近日、世界中で問題視されているCOVIDｰ19にも柔軟に対応している｢の
んほいパーク｣。コロナ禍の今だからこそ、取り組んでいる姿勢を見て
、より深く掘り下げていきたいと思った。

令和3年7月28日

　現状、のんほいパークは、若い世代への広報が弱く、十分な環境や生物多様性に関する理解が十分
に周知されていない。また、コロナ禍での来場者数の減少により、市民の憩いの場としての役割も失
われつつある。

　生き物を取り巻く自然環境や社会環境の変化により、世界的に生物多様性が失われており、動物福
祉のあり方について見直しが必要とされている。生き物や環境に対する正しい理解を深め、共感を得
るとともに、動物たちの生き生きとした姿を間近に感じ取ってもらうことで、人が集まる環境を構築
いていくべきである。

　のんほいパークではSDGsについてどのような取り組みをしているのかを取材した。ゾウ広場には
特に力を入れていると聞き、実際に見に行ったところ、今まで狭かった広場を大きくすることで、よ
り野生に近い環境を作っていることがわかった。動物福祉や生物多様性の観点を取り入れているのを
感じた。このような素晴らしい取り組みを、市や県全体で発信することで、街も賑わっていくと考え
る。
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